
◆糟屋区中学校総合体育大会を終えて 
 ６月１３日から２７日の週末に糟屋区内の各会場で「糟

屋区中学校総合体育大会」が実施されました。本大会を

勝ち上がり、筑前地区大会に臨

む部活動やコンクール等を控え

た部活動もありますが、本大会を

もって、中学校の部活動に一区

切りをつける３年生徒もいます。 

まずは、最後の大会を終えた３年生の皆さん、本当に

お疲れ様でした。部活動の仲間と共に汗を流し、様々な

困難を乗り越え、最後まで頑張り抜いた３年間の経験は、

勝敗を超えたかけがえのない財産だと思います。部活動

を通して皆さんが身につけた忍耐

力や協調性、また、目標に向かっ

て努力する実行力は、これからの

人生の様々な場面で活かされる

ことでしょう。 

これから３年生は次のステージである「進路実現」へ向

かいます。部活動に注いできた熱量やここぞというときの

集中力を、今度は自分の未来を切り拓くエネルギーへと

転換していってほしいと思います。 

１，２年生の皆さん。先輩たちの

有志や最後まで諦めない姿は、皆

さんの目にどのように映ったでしょう

か。先輩たちの背中から学んだ熱

い思いを、しっかりと受け継ぎ、新しいチームやステージ

で自覚と誇りをもって、力強く踏み出していきましょう。 

生徒それぞれの新たな挑戦が始まる７月です。全校生

徒がそれぞれの目標に向かってより輝けるよう、教職員

一同、全力で支えていきたいと思います。 

 

糟屋区中学校総合体育大会の主な結果（団体の結果のみ） 

※紙面の都合上、団体のみの結果を記載しています。各種目の個人競技に

おいても多くの生徒が優秀な成績を残し、筑前地区大会への出場を決めて

います。 

 

・ソフトボール部 優勝 筑前地区大会出場 

・男子ソフトテニス部団体 第５位 筑前地区大会出場 

・女子ソフトテニス部団体 準優勝 筑前地区大会出場 

・卓球部男子団体 第３位 筑前地区大会出場 

・剣道部男子団体 第３位 筑前地区大会出場 

・柔道部男子団体 優勝 筑前地区大会出場 

・柔道部女子団体 優勝 筑前地区大会出場 

 

◆第１回学校運営協議会 

 ６月１２日（金）、学校運営協議会を開催しました。 

本年度は、委員の皆様に６時間目の授業の様子を参観

していただいた後、協議会を行いました。協議会では、

学校経営について説明を行うとともに、委員の皆様か

ら貴重なご意見をいただきました。学校運営の改善点

等が明確になるよい機会となりました。委員の皆様か

らいただいたご意見等の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
◆命を守るために：川遊びの危険 
夏を前に、全国の河川で子供たちの悲しい水難事故

が相次いで発生しています。先日も、子供たちだけで川

遊びをしていた中学生が命を落とす痛ましい事故が報道

されていました。 

川は一見穏やかに見えても、急に水深が深くなったり、

渦を巻くような強い流れが潜んでいたりします。中学生以

下の子どもの水難事故の約 6割は、海ではなく「川や湖」

で起きているそうです。 

篠栗町には、きれいな川が流れていますが、子供たち

だけでの川遊びは大変危険

です。「少しだけなら」とか「自

分たちは大丈夫」という油断

が、取り返しのつかない事態

を招きます。右に示すのは、

福岡県が発行する「川の安

全利用ガイドブック」です。川

の注意点等が分かりやすく

示されていますのでご一読く

ださい。 

 

 

７
3年生 １９１名

生徒数 ５７９名

篠 栗町 立篠 栗中 学校

校 長 岩 村 慶 悟

１年生 １７９名

2年生 ２０９名

【委員の皆様からいただいたご意見】 

・教室前面に、学級目標と校訓がしっかりと掲示されているの 

がよかった。 

・体育会では、学級旗や入場門の作成にあたり、運動以外でも 

生徒の活躍の場があってとてもよいと思った。また、全員リ 

レーで走った後に、生徒が着用していたゼッケンを丁寧にたた 

んで返却している姿がとてもよかった。 

・学習では、４人班で学ぶ形態が新鮮で、とてもよかった。生徒 

も互いの意見をしっかりと述べていた。 

・篠栗町全体で行っている「共育」は、子供が社会に出ても、他 

者と関わり、何かを創造する力を育むことにつながると思う。 

・観月会等の地域行事で中学生にボランティアとして参加して

もらいたい。 

・ICT を活用した授業が、もっと見たかった。 

←こちらを読み取ってください。 


